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ブ テ ン の 獣:態 圖 に 就 て
、
鑑 山 亮,木 下 秀 男
一.1鱶 ・is .
炭化水素及びその滉合物の温度9容積 の闘係 に就ては多數 挈)報告があるが,此 等はパラフィ
ン系に就て多く行はれ,不 飽和系表化水素に關するものは少ない・ オレフイ.ン系に就て見る 齟
にエチレ:ンに対して庭枳當完全な結果1}が與へ られてを.る;が,プμピレンに對しz13Vanghan






前者峠Bnrtrett't,Holhom'{Miche】SO1及びBeanie"'によって採 られ,後 者はKeyg$η等 に
よつて測定が行はれた.本 測定iζ探 用した方法は前者に屬するものでA3ichelsによ.つて行は
れたと同様疲手段によつた・Fig.1のBがそれで,此 は鋼製耐歴管Aに 納まる.Bは 上都の
弔細管cと 下部の瓦嫻dの 脇 んだ部分 よりなる・毛継管部Cに 瞳 箇處に動 例へば白
金線 重～5を封入す る..毛細管上端は閉ぢられ,・¢ のli斯は水銀eで 封 じ込まれる・各封入白.
金線り一端は夫 々導線fでL.rの 先端はAの 耐嚶電氣絶縁栓g*を 通じてホイツ トス

































































































































ρた.寄 部の値は下の如 くである.下部dの 容









yテ ンは正 ブタ ノ.一,cのrot水に.よ.つて碍た も
0で あ る・正 ブタ ノ」ルは醗酵 法に よつでfi'Jら
れた ものを注意して脱水,蒸 溜 し,沸黠117～1180Cφものを使用した.ブ テン獲得のアル
・二・囎 水繊 腕 勘(殉 磯 繪 まぬ)職 アル・晶'躯 をX50ｰc.迄でm】 に亙つて燒
成 しll所謂活性アル ミナを用ひた.驍 水は濫度400～430℃で行つた.此 の際發生 した ブテ
蹴 粒糊 化カル艸 ・樋 して髞 し 此を敵 して鱗 した越 融 舟 セル・ア嬢 溜
器にま り純粹程産を確 めて優用Mt114し,又は液釈のま ～硝子管に封入して保tiし,.隨時必要に
.供 する方法を探つた.'
純粹准1一ブテンgasるためには脱水 して得 られた ブテ.iK相當する粗諌料.も可及的純度の
高いもめ.を冊るこーとが必要である.脱 水 して得 られた ブテvrc關しては四.つの異性體の存衣
tる こと及びそれ等の發生條件8,・的に就て種々逋べ られてゐる.本測定に使用したブテンのボ

























.帥 ち氣度・.756m/mHgで.一QGｰCめ灘 の もので あった・..麟 溜 曲線 か.
ら.は試料k:イソブテ ンの存在 は確認ftS来ぬが,.DenigeyReagenPｰによればpositive.な精果=

























res.1昧 期 瓦斯 を栖 水銀で封ず.るld款の操作Kxる ..Fi瞬皿七瞬 肋 欄
hの ズリ合 せロを眞空系に逕結 し,B内 を充分眞室に引.く・ 次に試料瓦斯源に切.り趨へ,B
丙に賦料の逋量 を充すr.更K水銀 ビユ レツトと切・り換へ・水銀 を.d.内に押 し入れて封入を完.
,了 する..此専の操作が終つてか ら,Bを スリ合せから外.してAの 耐壓管に海意して入れ加壓
湖定k移 る.毛細管よ.』り.出た2本 の抵trm螺 線殊 端は耐壓電氣絶縁栓9の 先蜘 砕 由
附される・耐騨Aの.α ・∬ 部に厭 々B:の 幗 緲 納 軽 の砺 る1.j跏 壓源であ
る水素竃ン硬との蓮絡 口である・釦熱は宰氣浴によづ で行び・耐壓管Aぽ 全蔀浴橿に入れそ
了ふ.測 定する澄度ぽ空氣浴¢)混度であるか ら此 と夲衡 を保つA内 部の温度を豫め求めでお.陰
かねばな.らぬ.豫 め壓綿 してム ら,内外が温度iF衡に逹するには牽分 反時闘一定浬度に保っ
ことが腰 である・鰹 緩φ浬度輜1と は特に雌 して蕭 めて徐々跏 壓 し・または減壓 し
て抵抗變化のある處で長時間放置 レ 爽 に壓力を嘩かlnltkしまπ は加へて見 る.
V實.驗.結果
{次に學げる四つの潰度の揚合に於で測走を行ひ,得 た結果 を表示する。 此等の結巣を整裡
する忙醤 ・}),.プテ7瓦斯は一氣毆に於て;.夫k・の温蔑では理想氣艘の法則に從ふ ものと.した.・.
測定.(i〕ee4ec,一氣歴.lt於て1・15㏄の試料菟斯を探 り悔 る揚合・'の コ
a)gi。C'.、
、 . .匹
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ゴ奪 猛 力計 のkglcm「よP換 算 した 値.
鉢 《PC,.一氣 歴 の容 積 を1と せ る ときの容 積.
嚼韓Vをlitre'mo1.に換 算 した値 ・ 「
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VI測 定 誤 差 に就 て
くi)壓力測定 に就て
測定 に使 用せ る壓 力計は榛準壓 力計 と白ihピス トシ糜 力計試 驗器 に よつて檢 定 を行 つた・此












物 理 化 学 の 進 歩Vol.19No.1(1945)







用.レた壓力諱製 作に際 し原器 とし元 も4～で,それに就ては先に述べた樣である.標 準齪力計
は ン10㎏1c甲2士で確實に護み得るもので,此 の壓力計 も亦Bourdon型壓力計であるか ら壓
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